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福岡市 に お け る花粉症 と空中花粉

国立 療養所南 福 岡病院 臨 窪 餅究 部

　　　　 岸川禮 子

　福岡市の 花粉症 の 実態 と空中花粉を経年的に 調査 して 地域性 を見 い 出 し，花粉症 患者 の 発 症 と空中花

粉飛散 との関係を検討 し た．

　市内 6 施設の 耳 鼻科医院で，問診表 に よ り花粉飛散期 間 に
一

致 し て ア レ ル ギ
ー

性鼻 炎 を も っ 症例 を

1983年 か ら 7 年間 に わ た り，調査 ・集計 し た ．同時 に 7 カ 所 で 空中花粉 を重力法 に よ り調査 し， 1月か

ら 6 月 まで 半年間 の ス ギ花粉，ヒ ノ キ科花粉 お よび イネ科花粉に つ い て集計 し た，

　集計 され た 花粉症患者 （4193名 ）は 男 女 比 が 4 ： 6 で 30代 （4L9 ％｝，20代 （19．8％），40代 （18、4％〉

の 順 に 多 くみ ら れ た ．ス ギ花粉症 は イ ネ 科花粉症 との 重複例 （23，0％）を含 め 92．6％，イネ科単独花粉

症 は7．3％で あ る．関東地方 の 症例 に 比較 し て症状が 軽度 で
， 花粉症 の 重症度 は 地 域 性 の あ る こ と が わ

か っ た．

　空中花粉補集数 の 経年変化 は 毎年著 しい 変動 を 示 し た．

　福岡市 の ス ギ花粉症患者数 は ス ギ ・ヒ ノ キ科空中花粉捕集数 の 多い 年は 患者 が 多 く，少 な い 年 は 患者

数 が減少 す る 傾向 に あ る．

Key　words ：　airberne 　pollen− pollinosis
− seasonal 　allergic 　rhinitis

　 ス ギ 花粉症 が 全国的 に 大流行した 1979年頃よ V ス ギ

花粉症 の 増加 が わ が 国 に お い て 注 目 さ れ は じ め た ．関

東地方で 問題視され て い た 花粉症増加 が 次第 に 地方へ

波及 し，最近で は ス ギ 花粉症 は 国民病 で あ る と 言わ れ

る ま で に 至 っ た ．し か し，花粉症罹患率が全国的 に
一

律 で あ る とは 考え に くい ．関東地方で は 住民の 10％内

外 の ス ギ花粉症罹患率 が 報告 され て い る が，全国各地

方 の 実態調査は や や 遅れ て お り，最近徐 々 に 明 らか に

され つ つ あ る．

　福岡市 で は 毎年 2 月か ら 4 月に か け て ス ギ 花粉症，

4 月か ら 6 月に か けて イ ネ 科花粉症 が 増悪す る
1）．筆

者ら は，福岡 市 の 空 中花粉 と花粉 症 の 実態を明 ら か に

し，ま た 経年的 に 調 査 を続 け て 地 域性 を見 い 出 した ，

　福岡市 の 花粉症患者 の 予防 ・治療 に 役立 て る こ と を

目的 と し て 花粉情報活動を行 うた め に ，調査結果を解

析し ， 検討 し た の で 報告す る．

1）花粉 症 調査

対象 と方法
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　昭稀 58年 （1983年）よ り平成元年 （1989年 ） の 7年

間 に わ た り，Fig．1 の 白丸 に 示す 市内 6 施設 の 耳鼻科

医院 の 協力を得 て 毎年 1 月か ら 6 月の 半年間 の 花粉症

患者の 実態を問 診表 に よ り調査 した ．対象 と し た 患者

は 花粉飛散期間 に
一致し て ア レ ル ギ

ー一
性鼻炎症状をも

つ もの ，お よび通年性 に 鼻炎症状を もつ 症例 の うち と

くに 春先か ら初 夏の 花粉飛散時期 に 悪化する症例 で あ

る．ま た 鼻炎症状が 初 発 した 症例 は 症状 や 発症時期な

どか ら判断して ，花粉症疑 い と し て 対象 に 加えた．花

粉 症 の 診断 に つ い て は 2， 3 、 4 月 に 症状が悪化す る

例 を ス ギ ・ヒ ノ キ 科 に よ る ス ギ花粉症， 4， 5 ， 6月

に 悪化す る もの を イ ネ 科草本 に よ る イ ネ 科花粉症，両

者 の 期間症状が続く もの を重復花粉症 とした．ま た 21

歳 以 上 を 成 人 と し て 20歳以下 の 症例 と区別 し た。

　 2）空中花粉調査

　Fig．1の 黒丸 に 示す101〜107の 7 ヵ 所 の 施設に 昭

和 58年 （1983年） 1 月か ら Durham の 標 準花粉検索器

（改変型）を設置 し，重力法 に よ り 7年間 に わ た り空中

花粉 を調査 し た．検索器設置場 所の 高 さは 地 L1・5m

〜20m で あ る．各施 設 で毎日 9 時半 か ら 10時半 に ス ラ

イ ドを交換 して 空中花粉 を捕集 した ．各施設 か ら 当施

設 に 送付 され た 毎 月の 検体か ら空中花粉 を同定，計数

し た．成蜑は 1 月 か ら 6 月 ま で 半年間 の ス ギ 花粉， ヒ

ノ キ 科 花 粉 お よ び イ ネ科 花粉 の 調査結果を 集計 した も
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　Fig．　 i、　 Seven　 samphng 　 locations　 of 　 alrborne

pollen　and 　six　clinics　treating　po ｝linosis　in　FukuDka

City．

　● ： sampling 　loeations　of　airbome 　pollen 　height

of　sarnpier ．1〔｝1 ；2Gm　above 　the　ground 　surface ，102 ：

15叫 正03；7m，　104： lem ，105 ；2m ，1  6；1．5叫 107 ；

15m 、　Q ： 1  at …ons 　of 　clinics 　treating　Pol】inosis．

の で ある，

結　 果

　1）福岡市 に お け る 花粉症 の 実態

　  花粉症患者数と性 ・年齢分布

　Table　l，　Fig，2は 市内 6施設 の 花粉症患老総数の

経年変化を示 し て い る．1983年134名，1984年 383名，

1985年 791名，1986年896名と働増 し，1987年 661名， 1988

年 618名 と 2年間減少傾 向 に あ っ た が 1989年791名 と 再

び増加 し た．各年 ご と で は 1983年を除 い て 女件 に 多 い ．

患者総数は男性1833名（43 ．7％），女性 236 名（56．3％）

で ほ ぼ 4 ： 6 の 割合で あ る．Fig．3に 全症例の 性 ・年

Tab圭c　 l　Annual　changes 　in　number

　 of　pa ヒients　with 　po！linosis　from

　 蓋983to　1989　in　Fukuoka 　City

Male Female Total

1983 7z 62 ユ34

1934 185 198 383
19呂5 302 408 719

1986 390 5G6 896

1987 275 386 661

主988 268 350 618

主989 341 450 791

1833 2360 弓193
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　Fig、2．　 Annual　variations 　in　 number 　 of 　pa亀ients　wlth 　seasonal 　 allergic 　rhiniUs

from　1933　to　1989．

　 蠅 lnumber 　of 　males ，［コ ： number 　of　females，　n ： n 越mber 　of　patlents．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

686 福岡 市 に お け る花 粉 症 と空中花粉 1
20％ le 0　 　 0 10 20 ％

　Fig．3　 Age　 and 　 sex 　 distributions　of 　seasona ］

allergic　rhlnitis 　from　l983　to　l989，

　（　　）： numbe 了　of 　patients．

齢分布を捧 グ ラ フ で 表し た．30代女性 が全体 の 24．6％

と最 も多 く．次 い で 30代男性 17．3％，2 代女性 12．0％，

40代女性 11．O％ ， 20代男姓 7 ．8％，4 代男性 7．4％ の 順

に 多 くみ られ た．2 歳以下で は男性 の 割合が多く，10

代男性5．9％，女性3．9％，10歳以 下 で は 男性 2．5％．女

性 1．3％で あ っ た ．そ し て 50代 女性 2．8％，男性 2．4％，

60代以上 の 女性 O．7％，男性 0．4％ と少 な く，30代を中

心 と し た年代 に 多い ．

　  花粉症の 種類と頻度

　Fig．4は 対象患者全例 の 花 粉症 の 種 類 と頻度 を経

年的 に 示 して い る・ス 糀 粉症騨 独例 が 平均69．99・E，、
イ ネ花粉症と の 勲 例 が平均23・。％で 合言＋92、6％を示

し・1984年 の 86・6％ を 除 い て 毎年症例数の 90％以 上：を

占め た．イネ科花粉症 は イ ネ科単独例 が 平均 7．3％，ス

ギ 花粉＃1tLD重複例 を 舒 ・せ て 30・3％ で あ る，単蹄 、1
は 1986年、1987年 に は 3 〜5％ に減少 した が，他は 約

10％ で 重複例 を合 わ せ て 最 も多 い 年 で 36．4％を示 し

た．両者 の 重復例 の み は 1983年か ら経年的 に 害哈 が 増
加 して 17・2％ か ら 33・70／■に 至 っ た が，1987年16．5％ と

半数以下 に 減少し．以後 20驚台 を 占め て い る．全症 働

を 20歳以下 と21歳以上 の 成人 に 分け て 花粉症 の 種類 と

その 頻度 をみ ると，Fig，5 に 示す ご とくイ ネ 科 9 独惆

は 20歳以 下 の 症 例 で 18．5％ を 占め ，成 人 に お け る 5．4Sf。
の 3 倍 以上 高 い 頻度で ある．重複症 例 は そ れ ぞ れ．

23，3％．24．9％と や や 成人 に 多 くみ られた 。

　  鼻症状重症度分類

　Fig，6 は 毎年 の 花粉症患者 総数 の 受診 時の 鼻 ア ン

ル ギ ー
症 状を奥田 の 臨床的重症度分類

2レ

に よ り軽症，

中等症，重症 に 分類 した もの で あ る．中等症 ， 軽症 が

多く，重症例が最 も少な い ．軽症例 は 平均37．8± 8．6％，

中 等症 例 は 平 均49．9± 5 ．8％ ， 重 症 例 は 平均 12．3±

4，4％ で あ る．1983年 か ら 7年間経 年的 に 軽症例 が増加

し，重症 ・ 中等症例が減少傾向に あ る．図 に は 示 して

い な い が．イ ネ 科単 独例 の 重症 度 は 軽 症 平 均 39，1±

7．8％ ， 中等症平均 49．9± 8，2％ ， 重症 平均 11，0± 8 ．9％

を示 し．重複症例で は 軽症平均 34．3±8．7％，中等症平
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　Fig．4，　 Ann岨 l　variations 　in　incidence　of 　poll三nosls 　from　l983　to　1989．

　 閣 ：al旦ergic τhinitis　due　to　Cりφ’o η昭 畑 ゴ．，　Japanease　cedar 　and 　Cゆ rassacuase，
Japanease　cypress 　po 】1ens，　■ 　： allergic 　rhinitis 　due　tG　Cramineae，9rass　pollen ，
□ ：both，　n ： number 　of　patients，
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0 50 100％

Twenty　and 　undei

　 〔n ＝572）

Over　twen竃y−one
　 （n ＝ 3621）

、
　、

、

s
　 N

　Fig．5．　α assi 丘cat …on 　and 　incidence　of　pollinosis　ln　twenty　and 　under 　twenty

years　of　age 　and 　above ，

　 幽 ： poHinosis　due　to　onl ｝
r　C解 ｝tomeria　i’Japanease　cedar 　 and 　CuPres’saccae ，

japanease　cypress 　fam1！y　pollen， ■ ： po…hnosis　due しo 　on！》
・Gram．ineac，　grass

pollen、　［］ ： poHinosis　due　to　both　kind　of 　pollens，
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　Flg．6．　Annual　changes 　in　severity 　of 　nose 　symptoms （sneezing ，　hydrorrhea

and 　nose 　obstruction ）o まpatients　with 　seasonal 　a ］｝erg 三c　rh 量nitis 　fr〔》m 王983匙01989 ，

　 幽 ： mild ，口 lmoderate ，■ ；severe ，

均51．1± 6．8％ ， 重症平igl4．6 ± 5．1％ で
， 重複侮 に お

い て全症例 よ りわずか に 重症 ・中等症例が多い ．重複

例 で も中等度と重症例が減少 し，軽症例 が漸増す る 傾

向に あ る が ，イ ネ科単独例 で は
一

定の 傾向は み られ な

い ．

  眼症状の 頻度

　花粉症症例 の 眼症状の 頻度を検討 した ． 7年間 の 全

症例 の 平均 86，6± 4 ％ に 合 併 して い る．Fig，7に 示 す

よ うに 眼症状 の うち 「か ゆ み 」 が 90％以上を占め て い

る．そ の 他流涙 （40，7± 5，1％），充血 （29，8± 3，8％），

異物感 （14．9±5．1％ ）な ど の 訴え があ り，こ れ ら が重

喪して い る 例 も多 くみ られ た．図 に は 示 して い ない が ，

20歳以下 の 症例 は 71．7％ （410名／572名 ），21歳以上 で

は90．6％ （3280名／3621名）と成入症例 に 眼症状の 合併

頻度が 高い ．

　  喘息合併例また は 既往弼 の 頻度 と咳，息苦 しさお

よ び喘鳴の 頻度

　対象症例の 気管支喘息合併例 ま た は 既往例 の 頻度

は
，
Fig．8 最 上段 に 示 す ご と く平均7．3± 1．9％で あ

る．1983年か ら1989年まで の 7年間 の 経過を み る とお

ずか に 減少傾向 に あ る．20歳 以下 の 症 例 で は 18 ．5％

（100名／572名），21歳以上 で は 些．9％ （179名／3621名）

と20歳以下の 症例 に お い て 合併また は 既往 の 頻度 が 成

人 の 3倍以上 で あ っ た．

　気管支喘息の 合併 ま た は 既往 の な い 症例 で 咳 ， 息苦

し さ，喘鳴の 頻度を調べ る と，全症例 の 平均値 で Fig．

8 の 各 々 の グ ラ フ に 示す よ うに ，咳 は 2危 3± 1．9％，息

苦し さ15．5± 1，8％，喘鳴 は 7．3±0．8％ を示 した ．咳の
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　Fig，7．　 Annua］variatLons 　of　incidence　of　con ！unctivltis　in　patienしs　with 　sea ・
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　Fig、8　Annual 　variations 　of 　incidence　of

patients　with 　 asthma 　 or 　wlth 　history　 of 　as匸hma ，

stridor ，　 di爺culty　o 正　breath　and 　coughing 　in　pol・

1重nosis 　 froln　1983　to　1989，

　　　 ： with 　 asthma 　and 　with 　history　Gf 　asthma ，

　 §蚤 ： stridor ，　［：ユ ： di鑷 cu ［ty　o ｛　breath，　■ 　；

coughing ，
　n　T　nurnber 　of　patients，

頻度が ご くわ ずか に 漸増傾向 に ある，

　  咽頭 ・耳 お よ びそ の 他 の 症状 の 頻度

　Fig．9 は 花粉症患者 の 咽頭 症状，耳 症状お よ び そ の

他 の 症状の 頻度を示 した棒グ ラ フ である．喉が 痛 い ，

痒 い ，イ ガ イ ガ す る などの 咽頭症状 は 7 年間 を平均す

る と25，9土 2．0％ で ．多 い 時は 29，5％，少な い 時で も
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　　Fig．9．　An 目 ual 　 variation 　　of 　incidence　 of

　pa 巨ents 　 with 　pharyngea1 ，ear 　 and 　 other 　 symptoms

　in　poHin 。sis　from　1983　to　l989．

　　 iT：1 ； with 　pharyngeal　 sy ∬ lp ヒom ，　 i
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　 patients．
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23．9％ と20〜30％ の 範囲 で増減を反復し て い る．耳が

痛 い ，痒 い な どの 耳症状 は 平均 L8 ± O．5％，頭痛 ・頭

重感・倦怠感・皮膚そ う痒感な ど をその 他の 症状と して

各年の 頻度は 平 均 す る と4．1± L9 ％を 示 し た．

　  患者 の 罹患年数

　花粉症患老が 症状 を発症 し た 年代を「は じめ て 」，「3

年以内」，「5年以内」，「10年以内」，「11年以上」，「21

年 以 上」 の 罹患年数 に 分 け て 分類 した ．fわ か らな い 一i

と記載 な しは 「不明 」とした ．Flg．10は 7年間 の 経年

変化 を示 し た もの で あ る．「は じ め て jの 症例 は 1983年

の 14．2％ か ら漸減し ， 1987年 は 0．8％ に 至 っ た が 1988年
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　Fig．1G．　Annual　variatlons 　of 　duratien　of　pollinosis　frD！n 　1983　to　l989．

　　　／　first．　attack ，二］： wlthin 　t卜ree 　years ，■ ：withi 面 ve 　years，「 ｝： within

ten　yearS ，繭 二   ｝er　ten　yearS，　■ ； OVer 　tWenty 　yea 聡 ，　 篷ヨ ： UnknOWn ，　 n ：

number 　of 　pat ｛ents ．

・炉．

略．

ー「
…
壷

2．6％，1989年 　4．2％ と増加傾向 に あ る．「3年以内」

の 症例 が 最 も多 く1983年 は 47％ と 半数近 く6 め て い た

が，漸減 し て 1989隼 は 22．7％ と約半分 に 減少 した ．「5

年以内」は ，平均 19．  ± 2．4％ を占 め ．大 ぎな変化 は み

られな い ．「10年以内 」の 症例 は 平均 20．6± 4．7％で 1983

年 14．9％ か ら漸増 して 1989年 は 26％と全 体の 4 分の 1

近 くを 占め る よ うに な っ た ，「11年以上」 は 平 均 8．3±

2．6％ で
，

1983年 は 4．5％ で あ っ た が 次 第 に 増 加 し て

1989年は 12．1％ と初 期 の 3倍近 く増加 し た．「21年以

上 」 は 平均2．1± 1．0％で 1983年 は ゼ 卩 で あ り，と くに

麺…年的な変｛匕crkみ られ、な L・．

　2）空中花粉調 査結果

  ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉

　Fig．11 は 市 内 お よ び そ の 周 辺 部 7 ヵ 所 に お け る ス

ギ花粉， ヒ ノ キ 科花粉 の 飛散捕集総数 の 経年変化を捧

グ ラ フ に 示 し た もの で あ る L 各施 設 ご と で 年次変動が

著しい ．ス ギ 花粉 の 割合が ヒ ノ キ科花粉に 比 べ て多 く，

1985，1987，1989年が比較的 ヒ ノ キ 科花粉 の 割合 が 多

くみ られ た．104，le5の 施設が毎年他 よ り多 く捕集 さ

れ
， 107（当施設）が 7 ヵ 所 の うち 最 も少 ない ．1983年

か ら 7 年間 の 経年変化は ほ ぼ同 じ傾向に ある。Table

2 は 各 施設 ご と の ス ギ 花粉，ヒ ノ キ 科花粉 ， 両 者 を 合 わ

せ た もの お よ び イ ネ 科花粉捕集総 数 の 経年変化 を施設

相互 で 相関性を検討 し た 結果 を示 し て い る．ヒ ノ キ 科

花粉が最 もよ く相関 して お り，ス ギ花粉は半数以上 の

俎合 せ で 相関が み られ な い ．両者 を合計 した ス ギ ・ヒ

ノ キ 科花粉総数 で は 相互 の 組合せ の 約 80％ に 有意な相

関係数が得 られ た．Fig．12は 同 じくイ ネ 科花 粉捕集

数 の 経年変化を示 し た ．各施設毎 に 捕集量 の 差が認め

られ る，Table　2 の Gramineae ，　Grass　pollen の 欄 に

示す ご と く 196の 施 設 を 除 く と各 施設ご と の 有意な 相

関関係が組合 せ の 約87％ に み ら れ た，

　 3）花粉症 と空中花粉 との 関係

　Fig．13 は 1983年 か ら 7 年間 の ス ギ 花粉症患 者数を

棒 グ ラ フ に ，施設 ご と の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉捕 集総 数

の 各年平均値を折れ線グ ラ フ に 示 し た もの で ある．相

関係数 は R ＝0．696で 有意 差 は 認 め られ て い な い ．ス ギ

花粉 の み の 平均値 で は R ＝O．691で や は り有意差は な

い ，

　そ の 他患者総数 ， イ ネ 科花粉症患老 数，重複 花粉症

患老数，鼻 ア レ ル ギ ー
重症度分類 に よ る 軽度 ・中等症・

重症 の 頻度，咳，息苦し さ，喘鳴，眼症状，咽頭症状，

耳 症状，他 の 症状 な どの 頻度 の 経年変化 と ス ギ 花粉，

ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉 お よ び イ ネ科花粉捕集数の 経年 変

化 との 相関｝生を検討 し た．そ の 結果，眼症状の 頻度 と

ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉数 との 間 iC　R ；O．769 （p く 9．05），

お よ び 耳症状 の 頻度と の 間 ｝：　R ＝ − 0．829 （p 〈 0．OS）

の 有意な相関関係が得られ た の み で あ っ た．

考 　察

　わ が国 に お け る ス ギ 花粉症 の 増加 は花粉症の 多 い 関

東地方を中心 に把握 さ れ て い る．1984年 t 東京都花粉

4・

…・

ー
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　Fig．11　 Annual 　varlations 　of　total　pollen
counts 　in　 seven 　 samp 】ing　1  a亡ions　from 工983　 to

l989．

　 匚 1 ：砺 伽 耀 癜 メ  ，〜ゴα z，Japanease　cedar 　po1−

len　count ． 澀 ： Cupressacuae，　 Japanease　cypress

famiiy　po1Ien　count ，

症 対策委員会 が行 っ た 住 民調 査
fi）で は あ る 集 団 の 7

−ilO％が ス ギ花粉症 で ある と報告され て い る
“

．同 じ

く日光地方 で は 1970年代 に は 住民 の 約 4 ％で あ っ た の

が1987年 に は 20〜30％に ス ギ 花粉症が み ら れ て い

る
5）．一方，1984年広 島県の

一
山村の 住民 ア ン ケ

ー
ト調

査報告で は 回答者 の 3，5％が ス ギ 花粉症 に 罹 患 し て お

り
fi，，そ の 後の 報告は み ら れ て い な い が，関東地方よ り

擺患率は少ない と考えられ る．福岡市で は 住民調査に

よ る 花粉症躍患率調査 は 報 告され て い ない が，花粉症

の 存在 は 1978年 に は 明 らか に さ れ て い る．当時の 関東

地方の 施設の 緬 o％の 感作率で あ っ た s’
．今回筆者 ら

は福岡市に お け る 花粉症患者 の 実態を明 ら か に し．最

終的に は花粉予報を行うこ と を 目的として市内 の 耳鼻

科を受診 す る患者 を経年的 に 観察 し，空中花粉飛散状

況 と の 関連性を検討 し た，

　 1）花粉症 の 実態

　ほ ぼ市内 を網羅す る 6 耳鼻科施設を対象 に 問 診 表 に

よ る花粉症調 登 を開始 した．

　 6施設の 耳鼻科医院 で集計 さ れ た 患者総数の 性 ・
年

齢分布は女性 に や や 多く，30代 の 女性，男性を中心 に

青 ・壮年層｝こ 多い 結果を得た．花粉症 の 種類は ス ギ花

粉症 が 最 も多 く，9 ％以上 を占 め て い る，イ ネ科花粉

症単 独例は 10％以 下 で あ っ た が，ス ギ花粉症 との 重複

例 を合 わ せ る と イ ネ科花粉症 は 約 30％に み られ た ，重

複 し易い と報告 され て い る
9｝

ス ギ花粉症 とイ ネ 科花糧

症 の 重複例 は
，
1987年を ピー

ク に 以後は 減少し て い る．

20歳以下の 症例 で は イ ネ 科花粉単独 の 割合 が 成人 に 比

較 し て 3倍以 上多 くみ られ た，ま た 重複花粉症 の 頻度

が2G歳以下と 成人 で は大差な い こ と か ら，イ ネ 科花粉

症を発症する若年層 は よ り早期 に ス ギ花粉症を発症す

る こ とが 推察され る，

　木本花粉 に よ る花粉症が成人 に 多 い の に 対 して 、イ

ネ科草本に よ る 花粉症 は 10代の 若年層 に 多い こ と が報

告 され て お り
’°］” ］

， 今回 の 成績は こ れ と
一

致する，イ ネ

科草本 の 空中花粉 の 飛散 の 多 い 北 海道地方の 小児 の イ

ネ科花粉症 の 報告か らも小児 に 多い こ とが うか が わ れ

る
12 ｝．

一
方，イ ネ科花粉症 が 成 人層に 多い と す る報告が

あ る．し か し， こ れ らの 報告 で は ス ギ 花粉 や ハウ ス ダ

ス ト との 重複症例が対象例 の 3分の 2 以 上 を占め て い

た り
131
，花粉症 の 原因 と して あげ られ て い る イ ネ科植

物 の 植生が限局 して い て 主 に 農業従事者が感作 されて

発症 し て い る
L4］．

　福岡市 に お け る花粉症 （主 と して ス ギ 花粉症） の 鼻

症状は重症例 が 少 な い ． 7年間 の 全症例 を 平均す る と

中等症 が 最 も多い が，経年的変化 をみ る と重症例 と と

もに 漸減 して い る．最近 で は 軽症例 が 増 加 傾 向 に あ る．

眼症状は 全症例 の 約87％に み られ て い る が，20意 以下

の 症例で は 約7 ％， 成人例 で は 約90％で 成人例 の 頻度

が 高 い ．主症状 は 眼 の そ う痒感 で 鰻症状 を呈す る 症例

の 90％以上 に 認め ら れ る．気管支喘息の 合併例 ま た は

既 往 例 の 頻 度は 全 症 例 の 7．3％で ，2G歳 以 下 で は

18，5％， 成人 で は 4．9％ と若年層 に 頻度が 高い ．こ れ ら

の 症例 の 気道症状は ス ギ花粉 に よ る もの か は明らか で

な い た め 検討 して い な い ．こ れ ら の 症 例 を 除 い た 花粉
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　Fig．12．　 Annual　variations 　 of 　G 卸召規 助鷹 ，　grass　pollen　 counts 　in　 seven 　sam ・

P1触g　iocations　in　Fukuoka 　City　fro田 january　to　June（｛rom 　l983　to　1989）．

60ー

症単独例 で ，咳 （約 20％），息が苦 しい （約 16％），喘

鳴 （約 7 ％）などの 呼吸器症状 が み ら れ た 。咽頭 症状

は症例 の 25％以上 を占め て お り，耳症状は 約 2％ ，頭

痛 ・頭 重感 ・倦怠感 ・皮膚が痒 い な どを そ の 他 の 症状

と して まとめ て み る と約 4 ％ で あ っ た．以上が問診表

か ら 得 た 福 岡市 の 花粉症 の 特徴で あ る．

　
一方，ス ギ花粉症患者 の 多 い 関東，東海地方 の 耳鼻

科の 報告 蚓 ユ5〕に よ る と，ス ギ花粉症単独感作例 の み で

は あ るが，鼻症状 の 重症 度，眼症状，咽
・喉頭症状，

気道症状，耳症状 ， そ の 他 の 症状の 出現頻度が本報告

に 比 べ て眼症状を除 い て 圧倒的 に 高 い 。福岡市 の （ス

ギ ）花粉症患者 は 諸症状 の 出現頻度が 比較的 低 く，関

東地方の 患者 に 比べ て 日常生活 に 支障をきたす程度が

よ り軽度 で あ る こ とが 考 えられ る．こ の 違 い は 両地方

で の 花粉症 の 抗原量 の 差異 に よ る もの と考 えられ る．

す なわ ち関東 ・東海地方で は ， ス ギ ・ヒ ノ キ 科空中花

粉飛散捕集量 が 日本 列島 の 他 の 地方 よ り多く，こ の 地

方 に 集中 して 大量 に み られ る年 が 多 い
17｝’S）．

　次 に 花粉症発症を罹患年数の 経年変化か ら検討す る

と， 福岡市 に お い て は 花粉症患者は 昭和40年代前半 よ

り以前に 発 症 した 症例 は ご くわず か で ，昭和40年代後

半頃よ り徐 々 に 増加 して 昭和50年代半ぽ よ り急増し て

ピー
ク をむ か え た ．昭和50年代末か ら昭和 60年代初 め

に か け て 花粉 症発症患老 は 徐 々 に 減少す る傾向 で あ
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る．斎藤 らの 報告をみ る と昭和 54年 （1979年）前後の

ス ギ 花粉 の 大量飛 散を契機に 花粉症を発症 した 例 が 多

く
19 ），ス ギ花粉飛敵量 と発症 とが よ く相関 して い る．花

粉飛 散 の 経 年的 変化 を み る と福貿 市 で は 昭和 47年

（1972年）以降 昭和49年 （1974年〉，昭和 53年 （1978

年），昭和54年 （1979年），昭和 57年 （1982年） に は 大

量の ス ギ ・ヒ ノ キ科空中花粉を捕集 して い る
Z°），中 で

も昭和53年，54年は 連続し て大量に飛散し て お り、 福

岡市 の 花粉症患老発症 は 大量 に 曝露 された 1 〜3年後

に 急増 し て い る と考 え られ る．こ の こ と は 昭和58年

（1983年）の 調査 で ，罹患年数が 「3年以内」 の 症例が

患者 の 半 数近 くを 占め て お り，ま た最近の 調査 で 「5

年以内」，「IO年以内」 に 発症 し た症例が 」曽加 し て い る

こ と か ら も裏付け ら れ る．

　  ス ギ ・ヒ ノ キ 科 お よ び イ ネ 科空中花粉

　福岡市 お よび周辺部 7 ヵ 所 に お け る空中花粉調査結

果は毎年著 し く変動し，以前報告し た ご と く，狭い 地

域に お い て もス ギ花粉の 飛散開始日 や 花粉飛散 ピ ーク

時期 な どが各施設 で 異な っ て い る の が 観察 さ れ た
111．

しか し各調査施設相 互間 の 花粉捕集量 の 相対的な経年

変化の 相関は ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉捕集総数 で は 施設ご

との 組合 せ の 約80％が有意で あ っ た ．

　各施設相 互 間 で ス ギ 花粉捕集量 の 相対的 な 経年変化

の楫関性が ヒ ノ キ 科花粉 に 比 べ て 低 い ．その 理由の 1

つ は花粉検索器 の 移動 で あ る．調査期間中花粉検索器

の 設置場 所 の 移 転 を 余儀 な く さ れ た 2 施設が あ る

（104，105）．こ の 移転 は狭い 範 囲 で あ る が，検索 器 の

高 さもや や 異な りス ギ 花粉 の 捕集量 に 影響す る こ とが

考え ら れ る ．花粉検索器 が 移動 し て い な い 施設相 互 で

は ス ギ花粉捕集総数の経年変化に 有意な相関関係が得

られ た こ と か らも推察 され る．し か し なが ら，各施設

ご との 花粉捕集総数 の 絶対数 は 各 々 異 な っ て い る．こ

の t と は 抗原花粉飛散捕集数 と症状との 関係に つ い て

検討す る場合 ， 調査施設 （地域） に よ り発症状況が異

な る こ とを考慮す る 必要 が あ る と考 え ら れ る．

　イ ネ 科空中花粉 に つ い て は ，1 6の 施設 の 調査結果 の

みが他施設 との 間に 有意の 相関が得られな い ．こ の 施

設の 検索器が雑草地 の地上約1、5m の位置に設置され

て い た た め と考 えられ る．花粉捕集量 の 絶対 数 が 他 の

施設よ り著 し く多 く，また 1987年 の 捕集数の 激減は 検

索器周囲が除草 され た 結果で ある た め イ ネ 科花粉症の

経年変化 の 相関性を検討す る 際 に は こ の 施設 の 調査結

果を除 い た，

  花粉症 と空中花粉 と の 関係

　 ス ギ花粉症患老数と ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉捕集総数 の

平均値と花粉症発症 の 相関 関係 を 検討 した．調査年次

の 中の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉の 飛散時期の花粉捕集数 と

患者受診数が よ く
一

致す る
2 ：）； 3）

の に 反 して ，経年変化

に つ い て は 両 老 の 間 は 有意な相関関係 が得 られ ず，相

関係数は R ＝ O．696で あっ た ．

　 抗原性 が よ り強 い ス ギ花粉 の み と患者数 と の 相関 に

つ い て検討し た が
、 両老 は 同 じく有意の 相 関を得 らk．

な か っ た、

　 ス ギ 花粉症 の 原 因 として福岡市 で は ス ギ花粉 の み で

な く ヒ ノ キ 科花粉 も重要で ある．

　眼症状の 頻度及 び 耳症状の 頻度と ス ギ ・ヒ ノ キ 科花

粉捕集量 の 経年変化 との 間 に は 有意な相関が認め ら れ

た ．花粉飛散の 多い 年 に は 眼症状 の 頻度が高い こ と が

言 え る，し か し，耳症状は 逆相 関で あ り解 釈 し か ね た ，

　 ス ギ 花粉症 の 発症 に 関 して は ス ギ 花粉 と ヒ ノ キ 科花

粉 との 相対量 の 如何が患者の 症 状や 出現頻度 に 何ら か

の 影響を与え る 可能性が推察され る．

　福岡市 に お け る イ ネ 科花粉症患者数は イ ネ 科空中花

粉 の 捕 集数の 経年変化と殆 ど相関 しな か っ た，しか し

なが ら イ ネ科空中花粉は 飛散捕集数が ス ギ ・ヒ ノ キ 科

花粉の 10％以下 tc もか か わ らず，花粉症患者の 3 96近
くを 占め て い る こ とは 注 目に 価す る．

　以上 ，福 岡市 に お け る花粉症患者 の 実態に っ い て 検

討 した 結果，福岡市の 患者は関東地方に 比べ て 症状が

軽度で ある こ とが わ か っ た．ま た，1978年，1979年の

大量 の 花粉飛散後 に ス ギ 花粉症患者が急増 した ．1983

年 か ら 7年間 の 継続 調査 に お い て ス ギ花粉症患者 と ス

ギ ・ヒ ノ キ科空中花粉捕集数と の 相関は有意差が認 あ

ら れ な か っ た が抗原花粉捕集量 の 多い 年は患者数が多

く，少 な い 年 は 患者 数 も減少傾 向に あ る．

　 また，空中花粉調 査箇所 を複数設け て 調査 を継続 し

て きた．捕集数は毎年大 ぎく変動し た．各施設相互 の

経年変化は ほ ぼ同様な変動を示 した ．しか し，花粉捕

集総数 が 異 な り，開 始 日 や ピ
ー

ク 時な どの 飛散状況 の

違 い が観察されて い る．花粉症の 発症 との 相関を検討

する た め に は 本報告 の ごとく複数箇所を設けて 行 う方

法が有意義で ある と考え られ た．

　イ ネ 科花粉症に つ い て は 花粉 飛散捕集量が ス ギ ・ヒ

ノ キ 科花粉 に 比べ て ご くわ ずか で あ るが
， 患者数は 全

症例 の 約30％を占め て お り，今後の 変化 に 注目し た い ．

　以上述べ た報告 よ り， 花粉症 の 重症度に は 地域差が

あ る こ とが明 らか と な っ た ，

　現在筆者らは ス ギ花粉症患者を対象に 花粉予報を含
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め た ス ギ 花粉情報活動を 行っ て い る，今後 も 二 れ らの

調査 を継続 して イ ネ 科花粉症 も取 り入 れ る など福岡 の

地域性 に 適合 し た 情報活勳が で きる よ うに 工夫 し た

い ．

　本稿 を終 え る に あた り本研 究 に 御指 導，御整力 を賜 り ま

した 長 野　準先 生，西 間三 馨 先生， 広 瀬饉士 先生，勝田満江

先 生，篆　信夭 先 生に 深謝致 し ます，また ，空 中 花粉 調 査

花粉症調 査に 御鵠力を賜 り ま した 大 塚 純
一

先 生，井 上 四 郎

先 生，高橋 宣生 先 生，松 田 健
一郎 先 生，小 山 田 正 孝先生，清沢

博先 生．柴田 浩
一

先生，安増　進先主，口 田　篤先生、徳永

修先生，増田 　守 先生，宇田和 生先 生，岡 部光了先生，笠

幹先 生．伊達 長 鑑 先 生，そ して 児塔栄 子 さ ん に 深謝致 し ま

す，
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POLLINOSIS  ANDAIRBORNE  POLLEN  IN FUKVOKA  CITY

Ctinicai Resea rch  Cigntet;
 Reiko Klshikawa
7}he AIbiionat Minami  F"kueha Chest HbsPitat

   We  investigated the relation  between the incidence of pollinosis and  potlen counts  in Fukuoka City from l983
to 1989 to clarify  the 

"cause

 and  effect'] relatiDnship  and  to evaluate  the  severity  of pollinosis in this district.
   We  cellected  questionnaries on  pellinosi$ from six otorhinolaryngology  clinics  in ourcity  during the polljnation
seasons  from 19g3 to 1989, Ci)Ptomen'a i, CuPressaceae and  Gramineae pollens, which  were  sampled  with

Durham's samples  from January toJune,  were  sent  from seven  sampiing  iocations in our  city. The  number  ef

po11ens was  counted  in our  hospital,

   The  total number  of  patients with  po11inosis over  the seven  years was  4193. Fernales were  numerous  than

maies  by one  and  a  half times, The  age  group  with  the highest incidence was  the thirties (41.996), followed by the
twenties  (19,8%) and  forties (18,4%). The  incidenoe of Japanese cedar  pollinosis was  ee,6 percent and  grass pollinosis
3e.3 percent of all the patients because 23.096 of  them  overlapped.

   We  found that the severity  of nose  and  eye  cemplaints  and  other  symptoms  of po11inosis in our  study  was

milder  than  that in Tekyo and  Dther  Kanto districts, Annual changes  in totai polien cDunts  were  remarkable,  and  a

high incidence of Japanese cedar  pollinosis was  found as'  total pellen counts  ef Ctmptoineria )'. and  Cutifessaceae
ificreased in Fukuoka City.
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